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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
１）国・沖縄総合事務局

○地域戦略の一環として、持続可能な公共交通ネットワークの形成を網形成計画の策定・実施により推進
○基本方針に基づき、地方公共団体が交通事業者など地域の関係者と連携し、｢地域公共交通網形成計画｣の策定が可能
○地方公共団体が、交通事業者との合意の上で、｢地域公共交通再編実施計画｣の策定が可能

○地域公共交通網形成計画
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
１）国・沖縄総合事務局
○沖縄の新たな交通環境の創造に向けて

○異なる交通モード間の乗り継ぎ、基幹バス及び支線バスの乗り継ぎに必要となる交通結節点の整備
○モノレール延長区間てだこ浦西駅では、追加IC整備、P&R等、多様な交通モードの乗り継ぎが可能となる交通結節点を整備

〈平成29年度新規事項（イノベーション調査）〉
◆商業施設等を活用した交通結節機能の創出に向けた実証実験等を実施
◆交通結節点における観光客向けの移動支援情報の強化に向けた実証実験等を実施

●てだこ浦西駅周辺整備のイメージ ●大型商業施設を活用した交通結節点の整備イメージ

Ｐ＆Ｒ駐車場

交通広場

てだこ浦西駅 完成イメージてだこ浦西駅 近郊イメージ

てだこ浦西駅

幸地インター

～H28

現況 前期 後期

19
モノレール結節点（那覇バスターミナ
ル、てだこ浦西駅等）の整備

◎旭橋都市再開発㈱
○沖縄都市モノレール㈱
○沖縄県　土木建築部
○関係市町村

イノベーション関連調査費
（新規事業）

20
基幹バス結節点（コザ等）の整備に向
けた検討

【県公共交通協】
◎沖縄県　企画部
◎関係市町村
○バス事業者
○沖総局　開発建設部

21
商業施設等を活用した交通結節機能創
出の検討

◎沖総局　運輸部
◎民間事業者（商業施設）
◎バス事業者
○沖総局　開発建設部
○沖縄県　企画部

イノベーション関連調査費
（新規事業）

早
期
成
果
実
現
課
題

バスターミナル等の整
備

主な取組
【関連委員会】

実施主体(◎:主、○:副）

H29
H30 H31 H32～ 備考

整備内容の検討、事業者等との調整（地域、施設規模、運営方法等）

・整備（導入にあわせ段階的に整備）

旭橋駅結節点整備

てだこ浦西駅の周辺事業（P＆R等）整備

P&R実証

実験

関係機関

調整

P&R本格導入

本格導入、他商業施設への展開
調査検討

●那覇バスターミナル開業

●P&R駐車場

●モノレ－ル延長部供用

●幸地IC供用

本格導入に向けた調整
移動支援情

報提供サービ

スの検討

実証実験

等の実施
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
２）沖縄県
○沖縄21世紀ビジョン基本計画
【圏域別展開の基本方針：中部圏域】
○沖縄西海岸道路の整備を促進するとともに、本島東西間を結ぶ県道24号線バイパス、沖縄環状線、浦添西原線などの整備を

推進し、体系的な幹線道路網の構築を図る。また、都市と近郊地域間の交流を促進する幹線道路の整備を推進するとともに、
これらと有機的につながる市町村道の整備を促進。

○沖縄都市モノレールを沖縄自動車道（西原入口）まで延長、結節することで、高速道路との連携を図るとともに鉄軌道を含む新
たな公共交通システムと地域を結ぶ利便性の高い公共交通ネットワークの構築に向けた取組を推進。

○時差出勤、県民及び観光客の過度な自動車利用から公共交通利用への転換等によるＴＤＭ（交通需要マネジメント）施策を推
進。
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
２）沖縄県
○沖縄総合交通体系基本計画
 拠点間を連絡する鉄軌道を含む新たな公共交通システ

ムの導入
○県民及び観光客の移動利便性の向上、中南部圏域の交
通渋滞緩和、低炭素社会の実現、県土の均衡ある発展を支
える利便性の高い公共交通ネットワークを構築するため、沖
縄本島を縦断し、広域移動を支える鉄軌道を含む新たな公共
交通システムを導入。

 都市部の多様な活動を支えるバス交通の拡充

○都市部における通勤、通学等の定常的な交通や圏域間の
広域移動を支えるバス交通のサービス拡充策の展開を図
る。

・利便性の高い公共交通ネットワーク
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
２）沖縄県
○TDM施策推進アクションプログラム
○沖縄県における総合交通体系の方向性を視野に置きながら、行政機関、民間事業者、県民が連携・協力して、一人ひとりが主

体的・自発的にTDM施策と関わり、今後具体的に取り組みを推進していくための道筋を総合的、体系的に示すことを目的に作
成されたアクションプログラム。

○平成29年3月に改訂され、平成29年度からの5ヵ年の役割等を位置づけ。
○モノレールに関連した施策として、キャンパス交通システム、モノレールを活用したTDM施策、循環バス・コミュニティバス、生活

道路対策、自転車利用促進、モビリティ・マネジメントなどがあげられる。

NO 氏 名 ・ 職 名

1 池田 孝之 琉球大学 名誉教授

2 神谷 大介 琉球大学 准教授

3 福田 大輔 東京工業大学 准教授

4 （社）沖縄県バス協会会長

5 （社）沖縄県ハイヤー・タクシー協会会長

6 （社）沖縄県トラック協会会長

7 (社)沖縄県経営者協会会長

8 (財)沖縄観光コンベンションビューロー会長

9 沖縄都市モノレール(株)代表取締役社長

10 那覇市都市計画部長

11 浦添市都市建設部長

12 宜野湾市建設部長

13 沖縄市建設部長

14 沖縄総合事務局運輸部長

15 沖縄総合事務局開発建設部長

16 沖縄県警察本部交通部長

17 沖縄県土木建築部長

18 沖縄県企画部長

TDM施策推進アクションプログラム策定メンバー（H29.3当時）
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
２）沖縄県
○那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄市北中城村総合交通連携計画
○バス網再構築により、効率的な運行を図る
→基幹バス、支線バスに分けることにより、無駄のない効率的なバス運行を図り、公共交通事業の健全化を図る（総走行台キロ

の削減、輸送効率向上）。

地域公共交通総合連携計画の目標 

 

目標１ わかりやすいバス網を実現することで、誰にでもバスを利用しやすくする 

→基幹バス網の明確化により、誰にでもわかりやすいバスの実現を図る。 

 

目標２ 利用しやすいダイヤを実現することで、バスの利用促進を図る 

→高頻度の利用しやすい運行ダイヤの実現を目指す。 

 

目標３ バス網再構築により、効率的な運行を図る 

→基幹バス、支線バスに分けることにより、無駄のない効率的なバス運行を図り、

公共交通事業の健全化を図る（総走行台キロの削減、輸送効率向上）。 

→バスの基本的なサービス（わかりやすい時刻表、乗務員による利用案内、接客

マナー等）の向上 

 

目標４ バスの確実な走行性を確保して、公共交通に対する信頼回復を図る 

→公共交通の信頼回復のため、確実な運行を支援する施策等により、定時定速性

を確保する。 

→バスレーンの段階的拡充等を図り、定時定速性を確保する。 

→IC乗車券の導入によって乗降時間の短縮を図る。 

 

目標５ 基幹バスと支線バスのシームレスな乗り継ぎを確保する 

→基幹バスの導入によって、バス輸送効率を確保する反面、バスの乗り継ぎが生

じる場合があることから、乗継利便性をできるだけ損なわないように、基幹と

支線のシームレスな乗継（空間面、情報面、時間面）を確保する。 

 

目標６ 過度な自家用車利用を抑制して、自家用車利用からの転換を促進する 

→環境負荷や道路混雑を緩和していくため、公共交通の利便性を改善し見直して

もらうことにより、自家用車利用からの転換を促進する。 6



浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
２）沖縄県
○沖縄本島中南部都市圏総合交通戦略

○H18ＰＴに基づき策定された沖縄本島中南部都市圏都市交通
マスタープランを踏まえ、国道58号エリアの総合交通戦略を
策定

NO 氏 名 ・ 職 名

1 森地 茂 政策研究大学院大学 教授

2 上間 清 琉球大学名誉教授

3 池田 孝之 琉球大学教授

4 小濱 哲 横浜商科大学教授

5 ゆたか はじめ 交通利用者 エッセイスト

6 幸地 優子 交通利用者 フリーアナウンサー

7 沖縄県商工会議所連合会 常任幹事

8 (財)沖縄観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ 会長

9 沖縄県バス協会 会長

10 沖縄都市モノレール㈱ 代表取締役社長

11 内閣府 沖縄振興局 参事官(振興第一担当)

12 国土交通省 総合政策局 交通計画課長

13 国土交通省 都市・地域整備局 都市計画課都市計画調査室長

14 国土交通省 都市・地域整備局 街路交通施設課長

15 国土交通省 道路局 企画課道路経済調査室長

16 国土交通省 国土技術政策総合研究所 都市研究部 都市施設研究室長

17 内閣府 沖縄総合事務局 開発建設部長

18 内閣府 沖縄総合事務局 運輸部長

19 沖縄県 県警本部 交通部長

20 沖縄県 企画部長

21 沖縄県 観光商工部長

22 沖縄県 土木建築部長
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
２）沖縄県
○モノレール延⾧エリア総合交通戦略
○H18ＰＴに基づき策定された沖縄本島中南部都市圏都市交通

マスタープランを踏まえ、モノレール延長エリアの総合交通戦
略を策定

NO 氏 名 ・ 職 名

1 森地 茂 政策研究大学院大学 教授

2 上間 清 琉球大学名誉教授

3 池田 孝之 琉球大学教授

4 小濱 哲 横浜商科大学教授

5 ゆたか はじめ 交通利用者 エッセイスト

6 幸地 優子 交通利用者 フリーアナウンサー

7 沖縄県商工会議所連合会 常任幹事

8 (財)沖縄観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ 会長

9 沖縄県バス協会 会長

10 沖縄都市モノレール㈱ 代表取締役社長

11 内閣府 沖縄振興局 参事官(振興第一担当)

12 国土交通省 総合政策局 交通計画課長

13 国土交通省 都市・地域整備局 都市計画課都市計画調査室長

14 国土交通省 都市・地域整備局 街路交通施設課長

15 国土交通省 道路局 企画課道路経済調査室長

16 国土交通省 国土技術政策総合研究所 都市研究部 都市施設研究室長

17 内閣府 沖縄総合事務局 開発建設部長

18 内閣府 沖縄総合事務局 運輸部長

19 沖縄県 県警本部 交通部長

20 沖縄県 企画部長

21 沖縄県 観光商工部長

22 沖縄県 土木建築部長

策定メンバー（H21.3当時）
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
３）浦添市

○H18ＰＴに基づき策定された沖縄本島中南部都市圏都市交通マスタープラン・総合交通戦略、那覇市・浦添市・宜野湾市・沖縄
市地域公共交通総合連携計画（基幹バス）などの広域交通計画や、浦添市交通基本計画を踏まえ、浦添市全域を対象とした
浦添市総合交通戦略を策定

NO 氏 名 ・ 職 名

1 上間 清 琉球大学名誉教授

2 神谷 大介 琉球大学助教

3 浦添市商工会議所 専務理事

4 浦添市自治会長会 副会長

5 沖縄都市モノレール（株） 常務取締役

6 社団法人沖縄県バス協会 専務理事

7 内閣府 沖縄総合事務局 建設産業・地方整備課 課長

8 内閣府 沖縄総合事務局 道路建設課 課長

9 内閣府 沖縄総合事務局 道路管理課 課長

10 内閣府 沖縄総合事務局 運輸部 企画室 室長

11 内閣府 沖縄総合事務局 運輸部 陸上交通課 課長

12 沖縄県 浦添警察署 交通課 課長

13 沖縄県 企画部 交通政策課 課長

14 沖縄県 土木建築部 都市計画・モノレール課 課長

15 沖縄県 土木建築部 道路街路課 課長

16 沖縄県 土木建築部 道路管理課 課長

17 浦添市 都市建設部 部長

18 浦添市 企画部 部長

19 浦添市 市民部 部長

策定メンバー（H25.1当時）

○浦添市総合交通戦略
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
３）浦添市
○浦添市総合交通戦略
（国道58号エリア:牧港、港川）

○浦添都市軸である浦添西原線の移動を支えるための市内幹線公共交通と主に地域間及び地域内の移動を支える支線公共交
通システムの導入に向けた検討・調整

○基幹バス導入に向けて国道58号における交通結節点（城間、屋富祖）の整備
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
３）浦添市
○浦添市総合交通戦略
（国道58号エリア:勢理客）
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
３）浦添市
○浦添市総合交通戦略
（モノレール沿線エリア）

○都市モノレールへのアクセス性を高めると同時に、浦添都市軸の移動を支える為の市内幹線公共交通と地域間及び地域内の
移動を支える支線公共交通システムの導入に向けた検討・調整
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浦添市 Urasoe city（３）上位関連計画・施策等の動向
３）浦添市
○てだこ浦西駅（総合交通結節点）のイメージ
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